
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 5 年 12 月 号 

第２回特別支援教育研修会 

 テーマ：支援を要する子どもの保護者支援、連携について 

日 時：令和６年１月 11日（木）午後２:30から午後４：30まで 

場 所：すこやかセンター ３階 講習室 

講 師：滋賀 LD研究会 会長 久郷 悟氏  

対 象：市内校園・関係機関等  

内 容：発達障害等支援を必要とする子どもを持つ保護者への

支援や他機関連携についてご講演いただきます。 

～市民啓発講座～「発達障害を知ろう」講演会を開催しました。 

 

市民の皆さまに発達障害を知り、理解を深めていただくことを目的に、12 月２日（土）に、“発

達障害”はじめのいっぽ 学齢期編～学齢期からはじめる就労への準備～をテーマとし、「発達障

害を知ろう」講演会を開催しました。 

当日は、別室でのお子様連れのご家族を含め、計 88 名の方にご参加いただきました。 

講演の前半では、学齢期の発達障害の基本的な内容や、生活の質に大きく影響する問題として、

睡眠障害やネット・オンラインゲームに過剰にのめり込んでしまうこと、またそれらが不登校にも

関連していることについて、コロナ禍の影響等も含めてお話していただきました。 

後半では、将来的な社会的自立を見据えた生活能力の獲得や自己理解の重要性についてのお話を

していただいた後に、会場からの質問票に、ひとつひとつ丁寧にお答えいただきました。 

参加された方から、「生活リズムを整え睡眠をとれるようにすることの大切さがよくわかった」

「睡眠障害、ネットゲームについて、わが子に合った対応をしていきたい」「質問にていねいに答え

てもらえて良かった」などたくさんのご感想を受け、ご参加の皆様に発達障害についての理解を深

めていただく機会となりました。 

“はじめのいっぽシリーズ”は、昨年度は乳

幼児期編、今年度は学齢期編、とさせていた

だいたので、令和６年度は『青年・成人期編』

の企画を考えています。 

 今後も、市民の皆さまが発達障害について

の理解を深めていただく機会として引き続

き取り組みたいと考えています。 
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発達相談について  

 

当センターでは、支援を必要とする子どもの集団生活や学習等の課題について、発達上の背景を探り、支援の方向性、

内容を関係者と検討するために発達相談を行っています。子ども理解の手がかりの一つとなる発達検査・知能検査の目

的や検査の結果を生かしていくために大切なことを紹介します。 

子どもが困っている状況というのはどういうこと…？ 

 

守山市の発達相談において実施する主な検査 

 

 
 

検査の目的 

検査結果という客観的な指標や検査場面における様子の観察を通して課題の背景を探り、本人や保護者の生活の質

の向上に役立てることが目的です。   

検査の結果を生かしていくために 

検査を通して知ることができるのは子どもの一部分にしかすぎません。検査から得られる情報を「～に違いない」という

断定的な結果として捉えるのではなく、「～かもしれない」という仮説として捉え、実際の生活場面・校園での姿も踏まえ

て、子どもの全体像を捉えていくことが大事です。 

 

 

子どもの行動観察                                                         

家族との話し合い                                     支援機関（医療等）からの 

                                                            情報収集  

子どもとの話し合い                                                                                           
校園内での協議 

 

 

 

 

背景因 きっかけ 行動 結果

・目に見えない部分を推

理したり応用したりして考

えることの苦手さ 

・言葉の理解の苦手さ 

・視覚情報を優先的に判

断材料にしやすい 

・短期記憶の苦手さ 

・段取りよく物事を進める

ことが苦手 

・取り組むことの難易度が

高い 

・言葉のみの指示 

・一度に大量の情報を指

示される 

・先の見通しが示されない 

 

・部屋を飛び出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先生に個別に教えてもら

える、手伝ってもらえる 

・先生が追いかけてくる

（注目が向く） 

・好きな場所に行ける 

 

 

 

新版 K式発達検査２０２０ 

 

WISC―Ⅳ（知能検査） 

発達検査や知能検査でわかるのはこの部分 

だけです。 
発達障害の診断を行う

ものではありません 

就学後 就学前 

 

背景からどのような問題が起こっているか考える 

支援の効果の振り返り 支援方法の検討 

支援の実施 

背景 

・子どもの発達状況・知的水準・

特性 

・家庭や学級の状況 

・取り巻く環境や手掛かりの有無 

・心身の健康状態 

・問題となる行動の直前や直後 

の状況など                  

検査（発達・知能検査等） 

発達相談を日常の支援に

活かすには、発達相談に至

る事前の過程と事後の取り

組みが大切です。 

支援を必要とする子どもの

見たてやめあてを校園内、

保護者と共有し、その子に

あったオーダーメイドの支援

を組み立てて手だての実践

を重ねます。 

 

問題となる場面 

支援はオーダーメイド 


